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特許紹介

＜発明の要旨＞
一方向クラッチを内蔵するエンジン補機用のプ

ーリユニットにおいて，部品点数および組立工数

を削減し，コストの低減と組立精度の向上を図っ

た技術．

一方向クラッチ３の外輪11の軸方向両端を延長

し，この延長部分11a，11bを転がり軸受４，４の

外輪としている．この一方向クラッチ３の外輪11

の両延長部分11a，11bの内周面には，それぞれ転

がり軸受４，４の転動体22，22の軌道となる軌道

溝（符号省略）が形成される．このように転がり軸

受４，４の外輪を省略することにより，部品点数

および組立工数を減らすとともに，外側環体１と

転がり軸受４，４との間での嵌合部分を減らすよ

うにしている．
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＜発明の要旨＞
高速回転とグリースの長寿命化という条件を満

たしながら，振動，騒音を低減できるハードディ

スクドライブのスピンドル用転がり軸受．

玉３はヤング率250GPa以下のジルコニアを主

成分とするセラミック材料で形成する．上記セラ

ミック材料のジルコニア含有量は80重量％以上で

ある．上記セラミック材料はHIP焼結されている．

上記玉３はヤング率が低いので，転動体と軌道輪

の接触面圧を低くすることができる．そのため，

軸受の振動および騒音が低くなる．また，HIP焼

結されているので，耐久性が良い．
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